
文部科学省 科学技術戦略推進費 地域再生人材創出拠点の形成

佐賀大学 ひと・もの作り唐津 プロジェクト について
当プロジェクトは、これからの唐津焼産業の若き担い手が、多様な思考と体験を基に、唐津焼を持続した活力のある産業と
するため、佐賀大学と唐津市、唐津焼協同組合と連携し始動した唐津焼産業人材養成のプロジェクトです。５ヶ年の事業で
今年が最終年度となります。研修生を対象に各学年10名程度で、講義及び実習を唐津市相知町の「唐津サテライト工房”天
徳”」にて行っています。公開講義は一般の方の聴講もできるようになっています。日程をご確認の上、ふるってご参加ください
（公開講座以外の聴講に関してはお問い合わせください）。活動の詳細につきましては、ホームページをご覧ください。
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佐賀大学生の聴講について
佐賀大学学生は、各講義を聴講できます。事務局までご連絡ください。

佐賀大学ひと・もの作り唐津プロジェクト
戦略的発想能力を持った唐津焼産業人材養成

facebook.com/karapro

twitter.com/karatsuproject 

25日(月) 試作実習4

6 月 7 月

9日(月) 試作批評

４日(月) 試作実習１

23日(月) 出品整理

11日(月) 試作実習2

18日(月) 試作実習3

月曜日 18:30～20：45
担当講師

唐津焼を学ぶ

佐賀大学 文化教育学部 美術･工芸講座 窯芸教室 准教授／プロジェクト執行代表田中  右紀 Tanaka Yuhki

あらためて唐津焼を見直すことから始め、現代の生活の中で普段に使う、加えて
新しい切り口を持った唐津焼を創出し、ブランドとしての唐津焼を考えていく。
また、唐津焼にかかわる素材技術研究・経営戦略などの、個人の要求に特化した
研究も個々に課題を精査し研究する。

2日(月) 試作実習5

【公開講座 特別講義】 
「アキッレ・カスティリオーニの展覧会場デザインに見る誘導の科学」

＊一般の方も聴講できます。入場無料、予約不要です。お誘い合わせの上ふるってご参加ください。

…1962年 東京生まれ。 演出家／アーティスト。1988年 早稲田大学第一文学部フランス文学科研究科

演劇専修修士課程修了。著書に「アキッレ・カスティリオーニ－自由の探求としてのデザイン」などがある。
○講 師 ： 多木 陽介 氏

○会 場 ： 唐津サテライト工房「天徳」
○日 程 ： ７月13日（金）18：30～20：45



6 月
12日(火) 試作品検討

金曜日 18:30～20：45
担当講師

エスプレッソ茶会

佐賀大学 文化教育学部 非常勤講師／工業デザイナー城谷  耕生 Shirotani Kosei

イタリアのエスプレッソコーヒー用のカップ、ソーサーを制作し、お茶会のように器を
楽しみながら試飲出来るイベントと展覧会を行う。手作りのエスプレッソコーヒーの
器を提案し、輸出も視野に入れた新しい分野の作品を開発する。

協力：イタリア文化会館大阪

6 月 7 月

11日(水) イベント企画

6日(水) アイテム考4（家庭用食器）

18日(水) 企画展準備

13日(水) サンプル検討

20日(水) アイテム考6（家庭用食器）

25日(水) 企画展準備27日(水) アイテム考7（家庭用食器）

水曜日 18:30～20：45
担当講師

食文化と唐津焼

佐賀大学 文化教育学部 非常勤講師／李荘窯業所代表取締役寺内  信二 Terauchi Shinj i

日本の食文化は、諸外国より様々なものを取り入れつつ独自のものへと進化、発
展させてきました。家庭における日常の場面から飲食店におけるサービスのスタイ
ルまで、時代に合った唐津焼というものが求められています。本研究課程では、大
消費地の食器販売の現場と、現代を代表する飲食店と、直接の企画取り組みの
中で、市場から求められる唐津焼を研究します。

4日(水) アイテム考8（家庭用食器）

6月 7 月

13日(金)
【公開講座】　
「アキッレ・カスティリオーニの
展覧会場デザインに見る誘導の科学」
講師：多木 陽介 氏

27日(金) 企画検討６

8日(金) 企画検討３

29日(金) 企画検討４

金曜日 18:30～20：45
担当講師

展覧会を作る

佐賀大学 文化教育学部 非常勤講師／工業デザイナー城谷  耕生 Shirotani Kosei

唐津の古陶などを活用し、ヨーロッパ、アジア、日本国内、唐津市内など会場の地
域性・規模・目的など様々な状況を考慮しながら、唐津焼を紹介する展覧会の企画
書を作成する。展覧会の企画作業を通じて古陶の知識、情報の整理、展示物の
選択、展示の順序や解説など総合的な知識を得る事を目的とする。

10日(火) 企画検討５


